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株式会社牛若丸

事業系廃棄物収集運搬管理システム

ご 説 明 資 料

株式会社牛若丸

収運プランナー牛若丸とは？

牛若丸の導入そのものが

収益向上をお手伝いいたします

牛若丸の導入そのものが

収益向上をお手伝いいたします

事業系廃棄物の収集運搬業務を

知り尽くしたシステムです

事業系廃棄物の収集運搬業務を

知り尽くしたシステムです
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１. 業界の現状と課題

事業者が自らの責任
で処理すべき廃棄物

２０項目

一般の会社、コンビニ、
スーパー、飲食店
など

市町村が業者
に委託

廃棄物廃棄物

産業廃棄物産業廃棄物

一般廃棄物一般廃棄物
家庭ごみ家庭ごみ

事業系ごみ事業系ごみ

（代理店様向）

事業系ごみ 産業廃棄物 家庭ごみ

収集件数 100〜150件 1〜数件 ごみ置場

特徴

収集先が多く、
1件当たりのごみは少量
単価は低い

1ヶ所で
トラック1台分

効率は考えない
（3人乗務）

顧客
コンビニ、スーパー
居酒屋、レストラン
ホテル、など多数

建設現場
製造工場

請求単位
月単位（顧客数が多いの
で締日業務に負荷）

都度請求 役所に実績請求

IT化の課題

収集ルートの計画
請求業務
車両事故

不法廃棄の防止
（廃棄物の追跡）
マニフェストの管理
車両事故

収集先単位の
集計は必要ない

１. 業界の現状と課題

（代理店様向）
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１. 業界の現状と課題
厳しい外部環境

燃料価格
の高騰

燃料価格
の高騰

景気停滞景気停滞
処分量の

値上
処分量の

値上

経営改善による
原価低減が必要
経営改善による
原価低減が必要

１. 業界の現状と課題
収集作業／運行状況が不明瞭

● 収集順序が乗務員まかせになっている

●収集順序が乗務員の経験と勘に基づいているため、効率的かどうかの検証ができていない

●コース単位に乗務員が固定され柔軟な対応ができない

●上の地図上に収集先をプロットするには多大な労力を必要とする

出庫 帰庫

負荷のかからないコース計画が必要
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１. 業界の現状と課題
作業報告は手書き

記入用紙のコピー

収集先の変更が

すぐ反映されない！

収集作業

記入ミス！

詳細な情報がとれな
い！

事務所での作業

再入力の手間！
誤読！

１. 業界の現状と課題
システムが分断している

運
用
管
理

営

業

経

理

乗
務
員

分断 分断 分断
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１. 業界の現状と課題
システムが分断している結果、効率が悪い

転記ミス転記ミス
顧客への

影響

再入力再入力

複写複写 紙の山紙の山

１. 業界の現状と課題
経験と勘に頼る経営をしている

車両基地

収集ルート
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１. 業界の現状と課題
可視化、共有化が出来ていない

●既存コースに新規顧客を付加した場合の乗務員の負荷がどの

程度になるかを客観的に評価できない。

●営業部門に収集コースの情報がないため、

既存の収集コースに対応した新規顧客の獲得に結びつかない。

２. 牛若丸の提案



8

２. 牛若丸の提案

すべてのトラックの運行状況を日々データ化し、

分析することで、ムダを省き、効果的な車両運行が

可能となり、さらなる収益の向上につなげる

Plan
コース計画

Do
実績収集

Check
実績分析

Action
業務改善

原価低減
営業機会向上

↓
収益向上

原価低減
営業機会向上

↓
収益向上

２. 牛若丸の提案
PDCAによる業務改善
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３. 牛若丸の機能概要

３.牛若丸の機能概要

指定日
コース

状況確認
指定日
コース

一時変更
車載機へ

作業報告
運行記録

車載機
から

運行軌跡
確認

請求・
支払管理 収集廃棄物、収集日条件

請求方法

コピー登録可
変更/削除
コース間移動
地図表示可

収集廃棄物、収集日条件
立寄先順序（実績取込可）

当日以降の予定確認
過去日実績の確認
地図表示可
乗務員への伝言メモ

基本コース一時変更
コース一時追加（コピー可）
コース一時削除
地図表示可

出庫
収集、積下
休憩、待機
一般道、高速道
帰庫
本部への伝言メモ

収集実績一覧表
コース別損益計算書
コース分析表
売上一覧表

運転日報
運行管理日報

収集先
登録

A
H

D

E

管理帳票
F 基本コース

設定

B

C

勘定奉行・ＰＣＡ会計

ＴＲＡＣＯＮ (CBM㈱）

マニフェスト

G
マニフェスト印刷
マニフェスト管理
報告書
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３.牛若丸の機能概要
A. 収集先登録

マスター登録

●拠点マスター

●車種マスター

●車両マスター

●乗務員マスター

●取引先マスター

●廃棄物マスター

●作業内容マスター

●分類マスター

●汎用コントロール

３. 牛若丸の機能概要
B. 基本コース設定

基本コース設定

●コース新規登録

●コース修正

●コース間移動

●コース削除

●コース地図表示

●コース再描画

●一時変更コースメンテナンス

●マスターコース管理



11

３. 牛若丸の機能概要
C. 指定日コース状況確認／指定日コース一時変更

指定日の配車表管理

●指定日の配車表管理

●指定日のコース配車情報

●指定日の乗務員非稼働情報

●指定日の車両非稼働情報

●詳細表示

●地図表示

●基本コースの一時変更

●コースの一時追加

●コースの消去

●伝言登録（リアルタイム伝言可能）

３. 牛若丸の機能概要
D. 運転日報・運行管理日報

日報

●運転日報

●運転日報（手書用）

●運転日報登録

●収集先別運転日報修正

●運転日報データ出力

●運行管理日報

●メモ表示

●運行管理日報履歴

軌跡表示

●軌跡表示

●現在位置表示

●収集状況表示

E. 運行軌跡確認
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３. 牛若丸の機能概要
F. 管理帳票

帳票出力

●収集実績一覧表

●月次収集実績一覧表

●年次収集実績一覧表

●コース一覧表

●収集予定一覧表

●取引先コード表

●コース分析表

●売上/仕入一覧表

●損益履歴
損益計算書（合計）（履歴）

損益分析書（合計）（履歴）

分析表（合計）（履歴）

●売上/仕入履歴

●配車表

●汎用レポート（EXCEL出力）

売上/仕入一覧表（合計）（履歴）

売上/仕入内訳表

売上順売上一覧表（収集先別）（請求先別）

営業担当者別売上一覧表（合計）（履歴）

営業担当者別売上順売上一覧表

外部インタフェース
●収集実績CSV出力

●月次収集実績CSV出力

●マスターデータCSV出力

●ルート情報CSV出力

●マスターデータインポート

●TRACONインターフェース

●奉行・ＰＣＡインターフェース

３. 牛若丸の機能概要
G. 請求・支払管理

請求支払管理

●その他売上/仕入入力

●都度請求/支払処理（請求書発行）

●月次請求/支払締処理

●請求書作業内容の保守（請求内訳のタイトル）

●請求書/支払案内書の発行

●入金/支払入力

●相殺/調整入力

●その他売上/仕入照会

●請求/支払残高照会

●請求/支払履歴照会

●請求/支払内訳照会

●収集明細照会

●入金/支払実績照会

●消し込み実績照会

●入金/支払予定照会（入金予定日変更）

●運行収集実績照会（未請求チェック）

●売上/仕入一覧表
売上/仕入一覧表（合計）（履歴）

売上/仕入内訳表

売上順売上一覧表（収集先別）（請求先別）

営業担当者別売上一覧表（合計）（履歴）

営業担当者別売上順売上一覧表

●銀行口座マスターメンテナンス
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４. 牛若丸の特長

４. 牛若丸の特長
GPS付モバイルPC（車載端末）の採用

●コース計画情報を本部システムから受け取る選択、タッチパネルによる容易な入力

●時間管理（収集、積下し、休憩、待機、一般道、高速道）

●GPSによる運行情報の自動取得（速度超過、急加速、急減速、運行軌跡）

●収集/運行情報を本部システムに渡す

●４G/LTE回線利用による現在位置、収集状況のリアルアイム把握や指示が可能

見える化の実現

科学的データに基づく分析、事務合理化の実現

安全/経済運行の実現

科学的データの取得
本部システムと車載端末のデータ連携
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４. 牛若丸の特長
コース、立寄先の地図表示

４. 牛若丸の特長
PDCAの実現

・収集順序の変更の検討
・コース間での収集先割付

変更の検討
・不採算収集コースへの

営業力強化の検討

・収集順序の変更の検討
・コース間での収集先割付

変更の検討
・不採算収集コースへの

営業力強化の検討

・収集コースの軌跡表示
・収集コースのシュミレーション
（想定される走行、距離、作業時間、収益の確認）

生産性分析表
損益計算書
走行軌跡

・コース別の生産性分析
・収益性の悪いコースの抽出
・コース別の生産性分析
・収益性の悪いコースの抽出

現行の収集コースを登録現行の収集コースを登録

収集作業の実施収集作業の実施

改善
（Action）

計画
（Plan）

実行
（Do）

分析
（Check）
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５. 牛若丸の導入ステップ

５.牛若丸の導入ステップ

ステップ１ステップ１

【事務処理の合理化】
・無駄な作業（再入力、

転写など）の廃止
・正確なデータの把握
・正確な請求書の印刷

ステップ２ステップ２S1-1

S1-2

【車輌運行管理】
・安全運転管理
（車輌事故の削減）
・経済走行管理
（エコドライブ）

【経営改善】
PDCAサイクルにより
継続的な業務改善を実施
・生産性（収益性）の悪い

収集コースの抽出
・収集コース編成の見直し
・該当地域への営業力を集中

S-2

導入後3〜6ヶ月
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６. 牛若丸の効果

６. 牛若丸の効果
作業日報

手書き日報手書き日報 デジタル化デジタル化
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６. 牛若丸の効果
車両運行管理

違反情報
・速度オーバー
・急発進、急ブレーキ

速度情報

６. 牛若丸の効果

収集コース単位に収集効率の指標を算出します。

●１件あたりの収集時間

●１件あたりの走行距離

●走行距離１ｋｍあたりの収集重量

●作業時間１分間あたりの収集重量

生産性の分析

収益性の分析

積載効率の分析

収集区域の立地分析

収集コース単位に粗利益を算出します。

●粗利益＝売上高－（人件費＋運搬燃料費＋持込み料金）

持込み施設にどの程度の積載率で運搬しているかの指標を算出します。

●平均持込み量＝1ヶ月の持込み量／回数

収集区域が車輌基地や持込み施設との位置関係で作業効率にどの程度の影響が
あるかの指標を算出。

●車輌基地と収集区域の関係

●持込み施設と収集区域の関係

●車輌基地、持込み施設と収集区域の関係
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７. 牛若丸による分析・合理化

７. 牛若丸による分析・合理化
収益性分析

期間を選択し得意先別契約別損益計算書を出力します。

① 利益額

② 利益率

➊ ➋
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７. 牛若丸による分析・合理化
生産性分析

期間を選択しコース分析表を出力します。

➊1件あたりの収集時間

➋1件あたりの走行距離

➌走行距離1ｋｍあたりの収集重量

➍作業時間1分間あたりの収集重量

➊ ➋ ➌ ➍

７. 牛若丸による分析・合理化
生産性分析

① 車輌基地間の移動

② 収集のための走行距離

③ 焼却施設間の移動

車両基地

焼却施設

（積置きの場合）
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７. 牛若丸による分析・合理化
改善ケース１

車両基地

Bコース

Aコース

（検討箇所）

顧客の振分けが適正か？

1車輌でカバーできないか？

７. 牛若丸による分析・合理化
改善ケース２

車両基地
Dコース

（検討箇所）

顧客の開拓ができないか？
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７. 牛若丸による分析・合理化
改善ケース３

車両基地

Eコース

（検討箇所）

問題顧客？

７. 牛若丸による分析・合理化
事務処理の合理化（請求・支払）

請求書
支払案内書

収集実績
ファイル

請求支払管理

CSV
ファイル

機能一覧
・その他売上/仕入入力

・都度締めと請求書/支払案内書発行

・月次締めと請求書/支払案内書発行

（仮締め、本締め、戻し）

・請求書/支払案内書再発行

・入金/支払消し込み入力

（消し込み方法：締め単位、伝票単位の選択可）

銀行からの入金データによる自動消込可能

・相殺/調整入力

・各種照会

・多様な請求/支払方法に対応

勘定奉行
財務会計
管理会計

等

勘定奉行
財務会計
管理会計

等

牛若丸

請求/支払方法
・定額請求/支払

・従量（kg、袋数など）請求/支払

・収集回数による請求/支払

・契約作業ごとに収集廃棄物、請求/支払方法の

指定可

・管理会社へ一括請求/支払

（収集先毎の明細表付）

・日別明細表示と月集計表示

・定額/定率の諸経費/値引き対応

・実績重量への定数掛率対応

・一定金額加算など
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７. 牛若丸による分析・合理化
事務処理の合理化（マニフェスト）

管理票
産業廃棄物

管理票

収集実績
ファイル

マニフェスト管理

各種報告
書

機能一覧

・マニフェスト契約設定

・マニフェスト伝票発行

・マニフェスト伝票入力

・１次２次紐付け

・送り状発行

・廃棄物管理台帳

・マスター管理

報告書類

・収集運搬台帳

・運搬委託台帳

・処分台帳

・処分委託台帳

・第１号様式

・様式第１９号

・様式第３号

他

管理票
産業廃棄物

管理票 管理票
産業廃棄物

管理票

バーコード
読み取り

バーコード
読み取り

７. 牛若丸による分析例
ハードウェア

サーバーまたはPC
Windows Server 2012以降
MS SQL Server 2012以降PC (コース作成など）

Windows ７以降

クラウド

4G回線

WiFi 
(帰庫後に通信)

車載端末(Android)としては、4G対応モデルでもWiFiモデルでも使用可能。
（※ WiFiモデルの場合一部機能に制限あり）


